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１．研究目的 

整形外科では、骨や靭帯といった構造物の検査に超音波検査が用いられる。超音波

検査は非侵襲的に手軽に検査が行える一方で、超音波という性質上、ノイズやアーテ

ィファクトによって画像が不明瞭になりやすいという課題が存在する。また、不明瞭

な動画像の中から、骨や靭帯といった構造物を目視で検出し診察を行うことは時間が

かかる上、肘部構造は被験者によるばらつきも大きく経験のある医師でも診断にばら

つきが生じる。これらの課題を解決するために、我々の研究では、肘の内側側副靭帯

の損傷の検出を行う。特に、ディープラーニングモデル用いて肘構造を認識し、関節

裂隙長の自動計測をすることで、肘関節の診察サポートをすることを目的とする。 

 

２．研究成果の内容 

 複数らの医師らの知見を元に肘の超音波画像のデータセットを作成し、作成したデ

ータセットを用いてランドマーク検出モデルを学習して内側肘画像における上腕骨と

尺骨上の複数のランドマークを検出するモデルを構築した。特に、肘関節における上

腕骨と尺骨上の２点のランドマークからは関節裂隙を自動計測した。その平均誤差は

0.112mm であり、内側側副靭帯損傷を診断するための肘関節の弛緩を計測するのに十

分な精度であった。また、検出したキーポイントの別の活用の例として、出力したキ

ーポイント位置を入力プロンプトとしてセグメンテーション基盤モデルを用いて骨の

セグメンテーションを行う例を示した。 

    
図１．内側肘の超音波画像と検出したキーポイント 
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３．学際共同利用プログラムが果たした役割と意義。 

 本研究におけるモデル学習には Pegasus を活用している。高性能な計算資源の提供

により、学習の高速化とプロジェクトの円滑な進行が可能となった。 

 

４．今後の展望 

 今後は、さらなる診断サポートを行うことを目的とし、例としてディープラーニング

を用いた超音波画像における肘の異常検出についての研究を行う予定である。 

 

５．成果発表 

(1) 学術論文 投稿中 

(2) 学会発表 

(3) その他 情報処理学会（ＣＶＩＭ）での発表 
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